
◎久石譲：Summer
　（映画『菊次郎の夏』より）　～演奏～

　（拍手）
　皆さんありがとうございます。清塚信也です。
今、久石譲さんの『Summer』を弾きました。
　ピアノだけでなく、楽器というものは、歌詞の
ついている歌よりも、むしろ、もっと心に伝える
ものとして、強い力がある場合もあります。日本
は『音楽＝歌』というふうになっていますけれど
も、ぜひ、楽器の素晴らしさというもの、演奏の
素晴らしさというものを、皆さんに知ってほしい
なと思います。
　今日はたくさん集まってくれました。皆さま、
何か賢そうなお顔をして、インテリですか皆さん
…。今、大学で勉強中なのかな…そんな顔立ちが
多いような気がします。いつもなら「逆光でよく
見えないんだけど…」と言うのですが、今日はばっ
ちり見えますので、大丈夫ですよ（会場：笑い）。
　さあ「クラシックといえばピアノ」ということ
ですが…。ショパンという作曲家がいます。聞い
たことありますか？フレデリック・フランソワ・
ショパン。ポーランドの作曲家です。彼は非常に
有名な曲を残しました。しかし、200年も前の曲
です。200年前の曲なのに、今現在、こうして日
本にも伝わっているってすごいことだと思いませ
んか？ CDがない時代に、こんなにも難しいこと
を、楽譜一冊に残しただけでやってのけたショパ
ンというのは、やはり価値があるのだろうなと思
います。ショパンは、2010年に『生誕 200周年』
という記念すべき年を迎えました（清塚：会場を
伺う…シーン）。ノーリアクション…！
　いいんです！慣れてるから…（会場：笑い）。
　200年と言ってもピンとこないでしょう。し

かし、僕らピアニストにとっては、ショパン生
誕 200周年というのは非常に特別なものでした。
ショパンというのは、ベートーヴェンやシューマ
ン、シューベルト、いろいろな作曲家がいますが、
そのなかでもかなり独特な人です。なぜかという
と、オーケストラの曲をつくらなかったからなの
です。当時、ようやく貴族から一般市民の手に渡っ
た音楽…。このような広いところで演奏するとい
うことがほとんどでした。そのため、楽器 1台で
の小さなコンサートというものは、ほとんど意義
がなかったのです。そのかわりに、オペラや交響
曲ですね、オーケストラでやるような大きな音が
出るもの、それが人気でした。その流行りにまっ
たく乗らずに、彼はただ、ピアノ 1台で弾くピア
ノ曲ばかりを作曲していたのです。かなり独特な
人でございます。謎めいたところもかなりあった
ようです。そんなショパンは、170センチの身長
に 40キロ台の体重、非常に細身。当時、結核と
いう病気にもかかっておりました。そのショパン
は、拍手もできないような、静かな緊張感のなか
でピアノを弾くのが好きだったそうで、とても神
経質だったようです。
　弾いている最中に「ゴホッ」と咳をすると「今、
咳したの誰…?」みたいな感じで。（会場：笑い）。
　まあ、僕のコンサートはいいよ、咳してもね。
でも携帯電話は切っておいてください。以前、僕
がコンサートで『展覧会の絵』（ムソルグスキー作）
という曲を弾いていました。（展覧会の絵の冒頭
部分を演奏）すると前のほうで、弾いている途中
に、なんと（電話の着信音の如くディズニー曲を
演奏）東京ディズニーランドのエレクトリカルパ
レードの曲が…！見事なディズニーワールド！
（会場：笑い）。すると、あろうことか次の瞬間、
そのお客さんが電話に出て「今、コンサート中だ
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から…！」（会場：笑い）。そんなことが無きよう、
ぜひ、よろしくお願いします。
　さて、ショパンのキャラクターイメージ、少し
ついたかな？それではショパンの曲を聴いてみて
ください。

◎ ショパン：ノクターン第 2番 変ホ長調 Op.9-2 
～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます。ショパンらしい曲です
ね。ショパンは体があんまり強くなかったので、
タフな曲はたくさん弾けませんでした。弾けない
ということは、自分で作曲しても仕方がないとい
うことなのです。難しい曲や激しい曲も書きた
かったでしょうに、その願いが叶うことはありま
せんでした。しかし、ポロネーズという…マヨネー
ズじゃないよ、ポロネーズ（会場：笑い）。
　このポロネーズのときだけは意外と勇ましい姿
を見せてくれました。非常に男性的でタフな曲…。
『英雄ポロネーズ』というショパンのなかでも非
常に人気のある曲です。ポロネーズというのは、
ショパンの故郷ポーランドに古くから伝わる踊り
の名前です。ショパンが活躍していたのはフラン
スのパリですけれども、彼は、その踊りのリズム、
ステップのリズムを使って、外国の地でも自分の
故郷への愛を示していたということなのです。よ
く間違えて「英雄ボロネーズ」と書かれたりする
ことがありますが、ポロネーズですからね。『ボ
ロネーズ』はスパゲティですからね（会場：笑い）。
ということで『英雄ポロネーズ』。皆さん聴いて
みてください。

◎ ショパン：ポロネーズ第 6番 変イ長調 Op.53『英
雄』　～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます。このショパン、非常に
人気があって、当時のヨーロッパでは、今のアイ
ドルのように、キャアキャア言われていました。
　スターだったのですね。そんなショパン、人気
ナンバーワンだったのですけれども、一人だけラ
イバルがいました。『フランツ・リスト』と呼ば
れる人物です。リストとショパンは、ひとつしか
年齢が違わない。リストがひとつ年下なのですけ
れども、共通点が非常に多い。ピアノがうまい！

そしてピアノ曲をたくさん残して、良い曲がたく
さんある！それに、いつの時代も人気の秘訣は変
わりません…イケメンだった！…僕もですが（会
場：笑い）。
　共通点も多いのですが、奇妙にも二人は対象的
なところも多かった。ひとつは体つき。ショパン
が 170センチに 40キロ台という細身だったのに
対して、リストはかなり男性的な筋肉質で、背も
高い。手も大きな手です。1オクターブとよく言
われますが、「ドレミファソラシド」でオクター
ブですね（1オクターブを実演）。この最初の「ド」
から次に出てくる高い「ド」、これを 1オクター
ブと言います。バっと手を広げたサイズです。さ
らに、ガっと思いきり広げると、小指がもう一個
上の音「レ」まで届きます。大体ピアニストは「下
のド」から「上のミ」ぐらいまで届きます。でも、
ショパンの手、実は僕の手と同じサイズなのです
が、非常に小さいのですね。あまり使い勝手がよ
くない。では、リストはどれぐらい大きかったか
というと、1オクターブにプラスして、一つ、二つ、
三つ、四つ…ここまで届きます！ドからソまで！
僕の手で言うと、ちょっと後ろの方たちは見づら
いかもしれないですが、親指がね、ここにありま
すね。（清塚：鍵盤を押さえながら）リストの場
合は、なんと小指がここまで届く！気持ちが悪い
（会場：笑い）。
　うざったい手だね。そんなでっかい手をしてて
ね、誰もマネできないような難しい曲を作曲して
弾きまくりました。ショパンは、先ほどの『英雄
ポロネーズ』を作曲するのに 3年もかけています。
1曲に…です。たった 1曲に 3年もかける。それ
ぐらい真摯な姿勢で取り組んでいるショパンに対
して、リストはかなりチャランポランで、もうほ
んとに数日間で土台だけつくって、あとは出たと
こ勝負！即興で、その場のノリで曲を決めたりし
ていたらしいです。そんなチャラ男…チャラ男リ
スト！
　ショパンは静かな曲で音楽性を聴かせるという
のが得意でした。今で言うバラード系ですね。そ
してリストはハードです。ロック！ハード！すご
く技巧派で、ものすごく華やかに人を魅了するの
が上手だったようです。だから「音楽のショパ
ン」「技術のリスト」というふうに当時言われて
いたのは、リスト自身は気に入らなかったそうで
す。自分にはロマンがないのか…。自分にも音楽
性はあるんだ…と言って、ショパンに対抗して『愛
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の夢』という題名のノクターンをつくりました。
ちょっと聴いてみてください。

◎リスト：愛の夢 第 3番 変イ長調　～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます。リストのことを、ここ
で検証してみましょう。ショパンとの『違い』、
それについて少し簡単に触れてみます。（清塚：
演奏しながら）この 2曲、同じノクターンと呼ば
れるタイプの曲で、同じような曲想で始まります。
静かで、愛をささやいているようなロマンティッ
クなメロディ。それがノクターン。日本語で言う
と夜想曲。「夜に想う曲」と書きますけれども、
まさにそのネーミングがぴったりです。先ほど、
ショパンのノクターン第 2番を弾きました。この
ノクターン、最初から最後まで大体同じ曲想で終
わります。
　しかし、リストの『愛の夢』はどうでしたでしょ
うか？始まりは似ているのですが、途中でものす
ごく早くなったり大きくなったりしましたね。こ
れはリストの悪い癖です（会場：笑い）。
　そう、彼は技術があるがために、それを披露せ
ずにはいられないのです。つまり『愛の夢』といっ
て、それこそ題名にぴったり、ロマンティックな
曲を作曲し始めたはいいものの、やはり弾いてい
るうちに我慢ができなくなって、「俺はこんなに
弾けんだぜ～」みたいな…（会場：笑い）。
　欲が出てしまうのですね。その結果、途中で『愛
の夢』はどこに行ってしまったのか。激しいもの
にしてしまったりするのです。まあ、だから「音
楽性のショパン」と言われてしまったのでしょう
ね。
　さて、先ほど、リストのことをチャラ男と言い
ましたけれども、本当に彼はチャラ男なのです。
当時、恋人が何人もいました。しかも彼の子ども
を産んだのは伯爵婦人。今で言う不倫関係でした。
　カトリックの信者でしたので、不倫や離婚、そ
ういうものは御法度でした。当時、リストはパリ
で活躍していたのですけれども、みんなから白い
目で見られるのが嫌だったので、その伯爵婦人と
ともにパリから離れ、イタリア、スイスと、4年
間も逃避行をします。そう、不倫旅行ですね！そ
んな 4年間、彼は曲を書きためて…すごい数の曲
を書きました。
　のちに、それをひとつにまとめて「曲集」とし

て出版しました。題名はなんと『巡礼の年』…ア
ホか！（会場：笑い）。何が「巡礼」だよ。
　そんな女性の敵リストでございますが、ショパ
ンはそれとは逆に、やはり対照的で「一途」でした。
　生涯、本当に数人しか恋人はおらず、26歳の
ときにはマリアという女性と婚約にまで発展する
のですが、しかし、彼の体の弱いことを理由に婚
約を破棄されてしまいます。その後、なんと落ち
込んだショパンは危篤になります。どんだけ弱
いんだよ！（会場：笑い）。どうですか。振られ
て…危篤。草食系にもほどがある！そんなショ
パンですけれども、人生最後の 10年間はジョル
ジュ・サンドという女性と付き合いました。しか
し、36歳のときにポイッと捨てられて、今度は、
その 3年後に死んでしまいました。本当に精神的
なショックで死に至る。それぐらい…まぁ弱かっ
たといえばそうですし、とにかく繊細だった。そ
して心がナイーブで、感受性が豊かだったのかも
しれません。それぐらい愛が強かったのかもしれ
ない。
　ショパンと対照的なリストは、やはり音楽的に
もかなり対照的なものがありました。『ラ・カン
パネラ』というリストの代表作があります。（清塚：
メロディ演奏）こういうリズム、メロディで始ま
るのですけれども、この曲はリストの代表曲とし
て、フジコ・へミングさんがよく弾いていらっしゃ
います。リストといえば『ラ・カンパネラ』、そ
うおっしゃる方も多いです。知らない方は覚えて
帰ってください。実はこのメロディ、リストが作
曲したものではありません。これはイタリアに古
くから伝わる「民謡」なのです。それをヴァイオ
リニストの『パガニーニ』という人が、ヴァイオ
リン曲に編曲して披露しました。それをコンサー
トで聴いていた青年リストは感化され、客席で決
意しました。「よし、パクろう！」（会場：笑い）。
　そして彼の代表作として生まれ変わりました。
この曲、どんな中身になっているのか…。
　イタリアの民謡をどんどん発展させて、バリ
エーションしていくのですけれども、例えば悲し
くしたい…だとか、楽しくしたい…だとか、自分
で『色』をつけていくことをバリエーションと言
いますが、では、リストがどんな色をつけてくれ
たのかを見ていくと…。
　（元のメロディを演奏）これは元のメロディで
す。（バリエーション 1のメロディ演奏）一つ目
のバリエーションです。
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　（バリエーション 2のメロディ演奏）二つ目
　（バリエーション 3のメロディ演奏）三つ目
　（バリエーション 4のメロディ演奏）最後…。
　何も変わってねえじゃねえか～！（会場：笑い）。
　そう、この曲は何も変わってない！最後に向け
てどんどん華やかになっていって、最終的には「ど
うだよ、俺はこんなにピアノが弾けるんだよ！」
というリストのナルシストなところばかりが見え
てくる曲なのです。リストの言葉を借りれば「い
いじゃん。カッコ良ければそれでいいんだよ。な
んかさぁ、美学とか、哲学とかさぁ、どうでもイ
イんだよね～」（会場：笑い）。
　…ということなのですね。そんなリストとショ
パン。一見、似ている曲を作曲したので、このま
ま弾くと同じ曲調になりやすい。なので、例えば、
僕が子どもにピアノを教えるときは次のように説
明します。
　ショパンは 18歳のときに、コンスタンチアと
いう同級生のクラスメートに一目ぼれをしまし
た。その一目ぼれをした彼女に、なんと 2年間も
声をかけられなかった…。どうですか、女性の皆
さん。
　クラスメートが 2年間、ただジッと自分を見つ
めている…。「おはよう」とも言えず、目を合わ
せるとすぐそらす。見てないふりをします。青白
い顔をして、時折「ゴホッ、ゴホッ」と咳をする。
　そして、後ろからあとをついてくる。気持ちが
悪い…（会場：笑い）。
　なので、子どもに教えるときはこう言います。
「ストーカーみたいに弾きなさい…」。柱の向こう
でショパンがふっと見ている感じ。（メロディ演
奏）。ほ～ら、うまくなった！（会場：笑い）。
　リストの『愛の夢』を弾くときは…最初に楽譜
に「ピアノ（p）」という記号が書いてある。これ
は音楽用語で「静かに」という意味。
　だから、静かに始める人が多い。（メロディ演奏）
リストはそんな静かな愛じゃない。リストの愛っ
てね、世の中の女性、誰でもいいからみ～んな愛
している～、そんな強い想いを表現します。（メ
ロディ演奏）
　体いっぱいで表現してごらん。ほ～らうまく
なった！（会場：笑い）。
　『ラ・カンパネラ』を弾いているとき、ガ～っ
と激しく弾いているときは、「あぁ～、今、俺が
～この世でイチバン輝いている～。そう思いなが
ら弾きなさい」。ほ～らうまくなった！（会場：

笑い）。
　こんな教え方をしていると、たいていお母さん
からクレームが来ます（会場：笑）。
　さぁ、ということで、『ラ・カンパネラ』、聴い
てみてください。

◎ リスト：パガニーニによる大練習曲 嬰ト短調 
S.141-3『ラ・カンパネラ』　～演奏～

　（拍手）
　何かね、非常に大きな曲想であるというのが、
弾いていてよく分かります。そんなショパンやリ
スト、200年前…1800年代の音楽、きれいだっ
たり激しかったりはするけれども、それ以外の要
素、例えば、何か『ものを表す』とか『物語を表
している』とか、音楽以外のことを語っていると
いうことはありません。
　しかし 1900年代に近づいてくると、ドビュッ
シーとかね、そういう作曲家が出てきます。1900
年代になると、例えば『絵』…その絵のとおりに
音楽が書けないか？あるときは月の光。月の光が
差し込んで、ああ、きれいだな、このきれいさ、
美しさを音楽にできないだろうか…？
　そんなことを考えはじめます。そして音楽以外
のことを音楽で表現するようになったのです。例
えば、ドビュッシー。素敵な夢を見たら、その夢
を、その物語を、みんなにも伝えたい！というこ
とで、自分の見た素敵な夢を音楽にしていきます。
　ここから、映画音楽や、今で言う BGMですね、
そういったものが発展していきます。ホラー映画
の怖い時には怖い音楽が流れる。そういう音楽が
発達してきたのは、1900年を過ぎてからという
ことで、歴史的にはわりと最近のことなのだとい
うことが分かります。それでは、ドビュッシーが
『夢』を音にしたかったというその曲、聴いてみ
てください。

◎ドビュッシー：夢　～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます。ほんとにじっくり聴く
と、ああ、こんな場面なのかな～、今夢を見てこ
んな場面なのかな～と、いろいろと想像できるよ
うな曲です。音楽が映像性を持ったのは、1900
年以降のことです。それが映画音楽につながって
います。
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　それでは映画音楽の『ニュー・シネマ・パラダ
イス』のメドレーです。

◎ モリコーネ：映画『ニュー・シネマ・パラダイ
ス』メドレー　～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます。先ほど、ダイジェスト
版の映像を開演前にスクリーンに映して見ていた
だいていたのですが、ボクが俳優デビューした『さ
よならドビュッシー』という映画…。原作を読ん
でいただくと分かるのですけれども、推理あり、
音楽もあり、非常に面白い映画に仕上がりました。
来年 1月の公開です。実はね、宣伝用の映像があ
るというのを知らなくて。まだちゃんと見たこと
がないのですけれども…。今から、ちょっと見せ
てもらってもいいですか？

◎ 映画『さよならドビュッシー』宣伝用ダイジェ
スト映像　～上映～

　皆さんの聴き慣れた『月の光』、この作品の中
にも出てきますので、ぜひ、この映画も見てほし
いなと思います。それでは『月の光』。

◎ ドビュッシー：ベルガマスク組曲 第 3曲『月
の光』　～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます。それでは、最後の曲に
いきたいと思います。僕はドラマ『のだめカンター
ビレ』の劇中で、千秋真一の吹き替えピアノを弾
かせていただいていましたが、このドラマのエン
ディングテーマが『ラプソデディ・イン・ブルー』
という曲でした。アメリカ人の作曲家『ガーシュ
ウィン』がつくった曲で、非常に面白い。
　本来はオーケストラと一緒にやる曲なのですけ
れども、きょうは一人ですので、一人で弾こうと
思います。僕は、映画やテレビなど、いろいろな
ところでピアノを弾かせていただいていて、少し
は全国にピアノの良さをお届けできたかな…と思
うのですけれども、これからもまた、いろいろな
ところで曲を弾いていきたいなと思うので、ぜひ
テレビで見かけたときはチャンネルを替えないよ
うにしてあげてくださいね（会場：笑）。
　クラシックだけでなくてポップスも…平井堅さ

んとか JUJUさん、加藤ミリヤさん、東方神起さ
んとかね、いろいろな方とテレビでコラボレー
ションさせていただいて非常に楽しいわけです
が、でもね、こういったライブでピアノを弾くの
とは、また違った難しさ、楽しさがそこにはあり
ます。
　『のだめカンタービレ』のときは、ドラマをご
覧になった方はよくご存じだと思いますけれど
も、玉木宏さん演じる『千秋真一』…彼は天才音
楽家でした。天才音楽家役ですから、台本を読ん
でもね、イチイチ「千秋、天才的に◉◉を弾く」。
…むちゃぶりかよ～（会場：笑い）。
　スタジオで録音をしていると、プロデューサー
と監督がね「うん、そういう感じでいいんだけ
ど、あともうちょっと、なんか、天才っぽく弾け
ない？」…傷つきました（会場：笑い）。
　『千秋』のシーンを弾き終わって、僕が帰ろう
としていたら、プロデューサーに引き止められ「清
塚さん待ってください。大変なんです。実は『の
だめ』を弾くピアニストがまだ見つからないんで
す！」そう言われたので台本を見直してみると、
のだめ（野田恵）…上野樹里さんが可愛く演じて
いらっしゃったわけですけれども…『野田恵：変
態ピアニスト』と書いてある…。そりゃ見つから
ないわけだ！（会場：笑い）。
　ということで、かわいそうに…と思っていたら、
プロデューサーが僕の肩をつかんで「清塚さん！
あなたならできるはず！」…傷つきました（会場：
笑い）。
　NHK大河ドラマの『龍馬伝』のエンディング
テーマを弾かせていただいたときは、実は 3分
以上もかかる物凄く難しい曲だったのですけれど
も、録音当日に、プロデューサーから「大河ドラ
マのエンディングは 1分 25秒と決まっておりま
すので、きょうは 1分 25秒ピッタリで弾き終わっ
てください！」は？バカな？（会場：笑い）。
　『FNS歌謡祭』、それから『僕らの音楽』でも
弾きました。テレビとライブの決定的に違うとこ
ろ…本番の前にカメラリハーサルをやるわけで
す。リハーサルのときと本番があまりにも食い違
うと、何分何秒ぐらいにカメラの人がここを映す
…というのがしっかりと決まっているので、ズレ
が生じてしまうのです。照明もそうです。なので、
リハーサルのときと同じように弾かないといけな
いのですけれども、あるときリハーサルを終え
て、本番までの時間、楽屋で待っていたら、プロ
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デューサーが僕のところに来て「さっき気づいた
んだけど、清塚さん、今日、かわいい靴、履いて
るね。リハーサルではやらなかったんだけど…本
番でさぁ、2分 40秒あたりで、その靴、バってアッ
プにしてあげるからさ～」と。
　業界用語でアップにすることを「抜く」と言う
んですが、「清塚さん、バっと抜いてあげるからさ、
だから、2分 40秒ぐらいのところでペダル踏ん
でくんない ?」（会場：笑い）。
　おいおいおい～！そこで、さっそくカメラリ
ハーサル中に撮っておいたVTRを見直しました。
するとそこは、まったくペダルを踏んでいない
シーンでした…（会場：笑い）。
　しかし、本番は見事に踏んでいるように見せて
弾きましたよ…。テレビはね、ライブと違ったそ
んな難しさや面白さがあります。
　『僕らの音楽』では俳優の松山ケンイチくんと
一緒に対談させていただきました。彼とは親交が
あって、何年もお付き合いがあります。松山くん
と一緒に初めてやった僕の映画の仕事は『神童』
という、彼が主役の映画でした。『神童』…つま
り「神の子」。
　天才少年少女…。だから、この作品のときは、
僕は『神の子』の役のピアノを任されたんだ～と
思って、非常に喜んだのです。そうしたら、違っ
た。実際は成海璃子ちゃんが神童役であり、松山
くん演じる「ワオ」という役は、落ちこぼれ音大
受験生（会場：笑い）。
　僕は人生で初めて、人前で下手に弾くというこ
とをしなくてはいけなくて、下手に弾きました
（ベートーヴェン『熱情』の一部を演奏）。すると
プロデューサーは「清塚さん～。どこが下手なの
か、いまいちよく分かりません…」（会場：笑い）。
　「そうか…。じゃ、もっと分かりやすく…」（か
なり下手に演奏）。「あ～！、それはちょっと下手
すぎるでしょう！」（会場：笑）。
　下手に弾くのって、難しいんだなぁ…。僕は練
習が大嫌いなんだけれど、そのときばかりは、1
日 8時間、下手に弾く練習をしました（会場：笑
い）。マジメに下手に弾く練習…。しかし、下手
に弾く練習をした甲斐もなく、台本を読んでいる
と、こう書いてある。「入試当日、ワオ、奇跡の『熱
情』を弾く！」（会場：笑い）。そして録音現場に
行くと監督が「清塚さん、今日は、奇跡の『熱情』
…一丁、お願いしますよ」。なに～！気軽に言い
やがって。何が一丁だ…出前じゃねえんだよ（会

場：笑い）。
　そう思いながら録音を終えました。そしてワオ
くん、奇跡の『熱情』で入試を突破して、見事に
音楽大学に入学。大学に入学したあと、レッスン
を受けます。そのレッスンのシーンで、シューベ
ルトのこの曲を弾くのです。（『即興曲集 第 2番 
変イ長調』の冒頭を演奏）すると、あまりに退屈
すぎて、先生が寝てしまう…というシーンがあり
ました。監督から「清塚さん、今日は寝ちゃう感
じのシューベルトをお願いします～！」そう言わ
れました。もうムチャぶりにも慣れてきました（会
場：笑い）。
　で、弾こうと思ったら「あ、ちょっと待って下
さい。寝ちゃう感じのシューベルトとは別に、同
じ曲の別パターンでサウンドトラック用にも収録
したいので、そっちはめちゃくちゃ上手に弾いて
ください」（会場：笑い）。
　ということで、同じ曲で 2パターン録音する
ことになったのですが、僕は集中力も体力も残っ
ている 1回目のテイクで、サントラ用の非常に
上手なシューベルトを弾きました。弾き終わって
「あぁ、我ながらうまくいったぞ」と余韻に浸っ
ていると、プロデューサーが「いやぁ清塚さん、
すごいわ～。ほ～んとに眠くなった！」…ぶっ飛
ばそうか～！（会場：笑い）。
　まぁ、そんなこともあり、この映画（『さよな
らドビュッシー』）もいろいろなことがあり、本
当に長い時間かけてつくりました。僕の芝居もぜ
ひ見てください。よろしくお願いします。音楽だ
けじゃなく、ここにいる若い人たちがこれから何
を目指すのか、それぞれ必ず特技があると思いま
すので、個人個人、その特技を生かして、ぜひ、
何の分野でも、何にもとらわれず、楽しく、人を
感動させられるように頑張ってほしいなと思いま
すが、そんな願いを込めて、最後に『ラプソディ・
イン・ブルー』、派手に、優しくね、弾いてみた
いと思います。
　この間、ある紳士が僕のコンサートの終演後の
サイン会に来てくれました。握手したあとに「君
の『ラプソディ・イン・ブルー』聴いてね。君は
ほんとに手が早い！」。非常に語弊のある言い方
で…（会場：笑い）。周りにいた人たちが「え？？」。
言い方には…気をつけてください。
　でも、ホントに手は早いです（会場：笑い）。
ということで、『ラプソディ・イン・ブルー』、最
後、盛り上がって聴いてください！
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　本当にきょうはありがとうございました！
　（拍手）

◎ ガーシュウィン：ラプソディ・イン・ブルー　
～演奏～

　（拍手）
　ありがとうございます！ありがとう！皆さん、
これからコンサートに行ったときは、終わったら、
ずっと拍手してあげてくださいね。そしたら、行っ
たり来たりしますからね（会場：笑い）。
　でもね、僕はね、あまり好きじゃないんです。
なぜかと言うと、引っ込んだときにね、まばらな
拍手の時があるんです…。この人たちは聴きたい
のか、帰りたいのか…分からなくなってしまいま
す（会場：笑い）。
　今日はね、潔くね、アンコール。もう出たり入っ
たりなしでね（拍手）。ちなみに 2曲弾きます（拍
手）1曲目は僕が作曲したオリジナルの曲です。
『Fortuna（フォルトゥーナ）』。

◎清塚信也：Fortuna（フォルトゥーナ）　
　～演奏～

　（拍手）

◎清塚信也グランドメドレー　～演奏～

　（拍手）
　（終了）


